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第１ 定期監査  

１ 監査の対象及び範囲  

主として、令和７年４月１日から令和８年３月 31 日までに執行された事務・事業

に関し、地方自治法第 199 条第４項の規定に基づき、財務に関する事務の執行及び

経営に係る事業の管理状況を監査しました。  

 

２ 監査の期日及び実施部署  

７月８日(水)【教育委員会 子ども課】 

・栗ガ丘小学校  

【教育委員会 子ども課】 

・学校教育係 

７月９日(木)【健康福祉課】 

・地域福祉係 

・高齢者福祉係（地域包括センターを含む） 

・健康係 

・国保年金係 

７月 14日(火)【教育委員会 子ども課】 

・子ども家庭支援係（認定こども園栗ガ丘幼稚園、わかば保育 

  園、つすみ保育園、エンゼルランドセンターを含む） 

・子ども家庭支援センター 

【教育委員会 子ども課】 

・小布施中学校 

７月 15日(水) 【産業振興課】 

・農業振興係 

・商工振興係（産業政策係） 

７月 16日(木)  【教育委員会 生涯学習課】 

・生涯学習・スポーツ振興係（公民館、まちとしょテラソを含む） 

        ・文化・芸術振興係（歴史民俗資料館、おぶせミュージアム・

中島千波館、髙井鴻山記念館、文書館を含む） 

７月 17日(金)【建設水道課】 

・都市・建設係 

・上下水道係 

７月 22日(水) 【総務課】 

・総務係 

・危機管理係 

・広報情報係 
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７月 23日(木) 【企画財政課】 

・企画交流係 

・財政係 

・環境グランドデザイン推進室 

７月 27日(月) 【住民税務課】 

・住民係 

・税務係 

・会計室 

【議会事務局・監査委員事務局・固定資産評価審査委員会事務局】 

7月 31日(金)  備品検査・現場検査    

 

３ 監査の方法  

監査は町部局及び教育委員会等を含む全ての課を監査対象とし、財務に関する事

務の執行及び経営に係る事業の管理が、「関係法令及び条例、規則等に基づいてい

る」か、「最小の経費で最大の効果を挙げる」ようにしているか、 「その組織及び運

営の合理化に努めている」か等について検証しました。  

監査に当たっては、事前提出の 「定期監査様式の書類」及び抽出により後日追加

提出の「関係書類」を検査、照合するとともに、事務執行の考え方、事業内容や課

題等について関係職員から説明を受け、現況や現場確認についても実施しました。  

なお、結果については、例月出納検査等の結果も参考としました。 

 

４ 監査の着眼点  

監査に当たっては、財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理が、 「合理

的」 「経済的」「効率的」かつ 「効果的」に行われているかどうかを主眼として実施

しました。 

また、法令等に基づいて適正に処理されているかについても監査を実施するとと

もに、特に、前回定期監査の指摘事項に対する処理状況に着眼して監査にあたりま

した。 

 

（１）文書事務について 

事務事業の執行において、説明責任を果たすため重要な役割を担っている職員一

人一人が、小布施町事務処理規則、小布施町財務規則、小布施町公文書管理条例、 

小布施町公文書管理規程、財務事務研修テキストなどに基づいて、適正な事務を遂

行することはもちろん、組織的なチェック機能が作用するよう引き続き体制整備に

努められたい。  

日常業務を遂行する上で発生する様々なリスクは、対応が遅れた場合や間違った

処理をした場合には、行政上様々な支障が生じ、業務を停滞させ、ひいては住民の
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信頼を損ねることになる。 

事務ミスは完全に撲滅することは難しいと思われます。しかし、一度起きたミス

を職員間で共有することにより、同様のミスのリスクは軽減できる。 

事務担当者、管理監督者も含め、町全体で財務事務の適正処理を徹底していただ

くことを改めて要望する。 

 

（２）備品管理について  

令和７年４月以降に購入した備品の中から一部抽出して物品を確認しました。 

登録漏れ等の不備は見受けられなかった。備品番号シール貼付、備品台帳との整

合性、保管場所の明確性については適正に管理されている。定期的に確認を行うな

ど、引き続き、慎重に、備品台帳と現物との確認を行い適正な備品管理を行ってい

ただきたい。 

 

（３）補助金等の交付について  

各種団体等への補助金等交付については、小布施町補助金等交付規則に基づき、

補助の必要性や効果を精査し、適正な事務処理が行われていた。  

補助金等の需要頻度が少なく必要性が薄いものは、減額や廃止など今後とも検討

されたい。 

 

（４）契約事務について  

地方自治法、地方自治法施行令、小布施町財務規則、小布施町物品調達等に係る

手続きマニュアルに基づいて、公平性、透明性を確保するとともに、適正な事務の

執行に努められたい。 

随意契約において、具体的な理由が決裁文書に明記されていた。引き続き随意契

約の取り扱い（ガイドライン）に沿った適切な契約事務に努められたい。 

委託契約の見積書及び契約書等の関係書類及び帳簿は的確に管理されており、内

容も適正と認められた。  

 

（５）財産管理について  

各々の財産に応じた必要な維持管理及び補修が適切に行われているか、遊休化し

ているものについては、解決するための方策が講じられているか、財産は効率的に

運用されているか、経済性や効果に課題が見当たらないか等について着眼しました。 

 

５ 前年度指摘事項の処理状況 

 前年度の指摘事項については、概ね、改善措置を講じていることが認められた。 

諸事情により改善措置未実施や継続中の指摘事項については、引き続き適切な改善

措置を講じられるよう関連部署と連携を図り、今後も一層の注力をしていただきたい。
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前年度の指摘事項に対する各課からの処理状況は以下のとおりである。 

【総務課】・総務係 

＊職員の業務量増大への対応について 

＊年次有給休暇の取得状況、時間外勤務の実態等について 

職場環境・働き方改革推進本部や衛生委員会とともに職員の職場環境、衛生環境の

改善に取り組んでいただきたい。  

人事担当は、各課の状況を正確に把握するため、年度途中であっても、各課から直

接ヒアリングを行うなどの努力を続け、実態に応じた対応を検討されたい。 

管轄部署として、引き続き指導管理を徹底していただきたい。小布施町役場の職

員の勤務環境の是正は全体的な方針や具体的な指示命令が大事である。 

処理状況 

・職員の負担軽減と組織の体制を整えるため、近年は積極的な職員採用を行い、職員

数は令和４年度末の 109 人から令和 7 年 4 月 1日は 139 人、令和８年４月１日は 135

人となり、一定程度の職員の確保ができたものと認識しています。 

今後は、業務の効率化や職員一人ひとりの能力向上に努めるとともに、退職職員数

を考慮しながら同程度の職員数の確保に努めてまいります。 

・令和７年度の年次休暇の一人当たりの平均取得日数は、前年度の 11.6 日から 13.2

日に、年間取得５日未満の職員数は 16 人から６人となり、休暇取得状況の改善が見

られました。 

また、３日間の夏季特別休暇の取得期間について、６月から９月を 10 月まで１か

月延長し、休暇制度の充実を図りました。 

一方で長時間労働の是正では、令和７年度の一人当たりの月間平均時間外在長期間

は、前年度の 27.5 時間から 30.1 時間と増加しました。これは栗ガ丘幼稚園の８年に

一度持ち回りで行われる長野県の公立幼稚園研究大会に係る増が主たる要因となり

ます。 

職場全体に向けて、年次休暇の取得や時間外在庁時間縮減の周知を行うとともに

課・係ごとに昨年度との数値比較を共有し増減の分析を行い、適切なマネジメント

により職員の職場環境の改善を図ってまいります。 

【総務課】・総務係 

＊職員研修について 

・研修の内容や学んだことが実践されなければ研修の効果は十分に発揮されません。 

・目指すべきは、「学ぶこと」だけではなく、「学んだことを現場で実践し、成果を出 

すこと」です。 職員の育成というのは、自律させること（自分で自分自身を成長させ 

られること）。 

・自分でやる気になれる、自分で気がつく職員にする、自分でもっと学びたくなる職 

員を育てることであり、そのための研修であると思います。この点を意識して研修に 

参加していただきたいと思います。 
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処理状況 

・計画的な職員研修を通じた職員の能力開発と組織全体のパフォーマンス向上を図る 

ため、職員研修に係る実施方針及び実施計画を策定し、新入職員に対する基礎研修を 

はじめ、各種研修制度を通じて、業務に必要な知識やスキルを習得し、業務遂行能力 

を高めるとともに、職員の意識改革、能力開発に努めています。 

・各種研修の参加人数は、令和５年度 648 人、令和 6年度 878 人、令和 7年度 847 人 

となり、特に、ここ数年は、自ら必要な研修を探し、主体的に研修に参加する職員が 

多く見られる状況にあります。 

・今後も業務の専門性を高めるとともに、令和８年度から導入した能力評価を含めた 

新たな人事評価制度に合わせ、職位に応じた能力が発揮できるよう研修制度の充実を 

図ってまいります。 

【総務課】・危機管理係 

＊「駐車場問題」 

・須坂市消防本部小布施分署を庁舎西側駐車場に移転新築するが、現状において 

も、庁舎内での各種会議、研修、教室、相談など、重複した場合には、駐車場が慢 

性的に不足しています。何かしらの対応策の検討をお願いいたします。 

処理状況 

・旧小林印刷跡地を買収後、駐車場を設けることで、公用車及び来庁者用の駐車スペ 

ースを確保することができた。また、建設期間中の工事車両の駐車場についても、役 

場駐車場を使用しないよう旧小林印刷跡地南側のスペースを借上げて役場駐車場不 

足の解消に努めた。 

【総務課】・広報情報係 

＊情報発信の充実、情報施策の推進について 

・グーライトの小布施町内の加入戸数は微増。「町制施行 70 周年記念映像」、「おぶ

せチャンネル」の番組制作が評価された。今後も有効的に町の情報発信に活用され

たい。 

処理状況 

・「おぶせチャンネル」での番組制作、ホームページでの番組公開など、株式会社Ｇ

ｏｏｌｉｇｈｔと協力して町の情報発信を進めていきます。 

【総務課】・広報情報係 

＊ＤＸ（デジタルトランスフォメーション）の推進について 

・「書かない窓口」では、申請手続きの効率化が図られている。 

・町民に対する情報提供は、いろいろな広報媒体を活用し周知されたい。職員の意識

改革も重要。業務効率化により、職員の業務負担軽減と業務の改善に期待が持てる。 

処理状況 

・書かない窓口やオンライン申請アプリなどについて、継続的にサービスの見直しを
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行い、住民サービスの向上を目指します。 

・一斉情報配信システムを活用し、様々な情報媒体へ、わかりやすく、伝わりやすい

情報発信を行います。 

・ＤＸに対する意識の醸成を目的とした研修を実施し、役場組織としてのデジタルリ

テラシ―の底上げを進めていきます。それと合わせて、職員の業務改善や働き方の見

直しにつながる業務効率化を引き続き推進していきます。 

【総務課】・広報情報係 

＊基幹系システムの標準化対応について 

・円滑な移行作業と、標準化移行をお願いしたい。 

処理状況 

・小布施町は、令和７年９月に自治体システム標準化の移行作業が完了しました。

令和７年度内の移行完了が困難となる自治体が発生する中で、当初の計画通りに標

準化の移行作業を完了することができました。長野県市町村基幹系システム共同利

用については、共同利用のメリットを生かしつつ、他市町村や自治振興組合、基幹

系システムベンダ―と協力して運用していきます。 

【企画財政課】・企画交流係 

＊多岐にわたる取扱業務の効率的かつ効果的な取組みについて 

・ふるさと納税促進事業、広域行政推進、地域間交流事業、小布施まちづくり委員

会の運営、官学協働事業、定住促進事業、地域少子化対策重点推進事業、地域創生

推進事業、行政改革推進事業、地域おこし協力隊事業、公共交通整備事業、まちづ

くり活動推進事業、男女共同参画社会づくり、統計調査など多岐にわたっている。 

職員の業務削減を意識しながら、引き続き、最小の経費で最大の効果となるよ

う、工夫改善が必要な業務などの見直しを継続的に行いながら業務にあたっていた

だきたい。 

処理状況 

・令和７年度は、ふるさと納税返礼品の適正化や国勢調査の実施等、恒常的な業務

に加えて特別業務を執行する年度となりました。 

・人員も限られた中で、多岐にわたる業務を処理しなければならず、一人の職員が

複数の事業を掛け持つ状況を改善するには至りませんでした。 

・今後の持続的な行政運営に向けては、業務の整理や改善が不可欠です。 

今後は、総合計画の進捗管理にも併せて、業務の見直しや人員の適正な配置等を

全庁で進めるためにも、引き続き工夫改善に努めます。 

・係の特性上、チームで対応する状況が多くありましたが、能力がある職員に業務

が集中してしまい、偏りがあったことも事実です。特定の職員に負担がかかること

がないよう、係内のコミュニケーションを積極的に図りつつ、引き続き業務にあた

ります。 
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【企画財政課】・企画交流係 

＊各種補助金、助成金の見直しについて 

・各種補助金、助成金関係を数多く取り扱っている。所期の目標を達成しているにも

かかわらず、漠然と継続しているものがないか、引き続き、実績報告の確認と見直し

を行い、その効果や必要性を検証しながら適正な運用をお願いしたい。 

処理状況 

・昨年度のご指摘を踏まえ、補助金の執行に係る実績報告の内容を精査し、その効果

や必要性について検討を行い、令和８年度予算の要求に反映させました。 

・行政改革推進委員会の答申においても、基準の明確化や終期設定の導入について見

直しを図るべきとのご意見をいただいており、引き続き、漠然と継続している補助金

や助成金がないか、執行時の確認を徹底してまいります。 

【企画財政課】・財政係 

＊町有財産の有効活用について（公共施設個別施設計画、借地の見直し等） 

・全庁的な小布施町ファシリティマネジメント（FM）推進会議が定期的に開催され

ている。その運営が順調に行われ、引き続き有効活用に繋がり、効果があるように

期待したい。 

処理状況 

・各施設の指定管理の更新時期に当たり令和７年度は特に３回にわたって選定委員

会を行った。 

① フローラルガーデンおぶせ（非公募）一般財団法人小布施町振興公社（５年） 

② 小布施町６次産業センター（非公募）一般財団法人小布施町振興公社（５年） 

③ 小布施町生活支援ハウス（非公募）小布施町社会福祉協議会（10 年） 

④ 小布施町デイサービスセンター（非公募）小布施町社会福祉協議会（10 年） 

⑤ 小布施町中央同和対策集会所（非公募）部落解放同盟小布施町協議会（５年） 

→最終的に中央自治会へ施設譲渡することになり、指定管理しなくなった。 

⑥ 小布施町雁中同和対策集会所（非公募）部落解放同盟小布施町協議会（５年） 

⑦ 小布施町雁中地区共同作業所（非公募）部落解放同盟小布施町協議会（５年） 

⑧ 小布施町福原地区共同作業所（非公募）部落解放同盟小布施町協議会（５年） 

⑨ 小布施町ワークホームみすみ草（非公募）社会福祉法人ともす会（３年） 

⑩ おぶせガイドセンター（公募）株式会社ア・ラ・小布施（５年） 

⑪ おぶせ交流館（公募）合同会社 U.I.international(５年) 

施設管理者を選定する中で、各施設の有効活用等について検討を深めることができ

た。その中で中央同和対策集会所については、施設譲渡（施設整理）を進めること

ができた。 
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【企画財政課】・財政係 

＊適正な財政運営と財政の健全化について 

・地方財政を取り巻く厳しい財政環境の中で健全な町政運営を行っていくためには、

中長期的な視点に立った計画的な財政運営が重要である。 

・歳出については、高齢者等の社会保障に必要な扶助費やインフラの老朽化による

改修費の増加などにより、財政運営がさらに厳しくなると予想されます。そのた

め、事業の継続的な見直しと改善を通じて、限られた財源を効率的かつ効果的に配

分されたい。また、財政状況の変化に応じて、適宜見直しを行われたい。 

処理状況 

・令和７年度の実質収支は４億 9,694 万円で前年度（令和６年度：３億 2,170 万

円）に比べて、１億 7,524 万円の増、実質収支比率は 13.6％で、前年度（令和６年

度：9.1％）と比べて、4.5 ポイント増加した。 

・経常収支比率は 92.4％で、前年度（令和 6年度：90.5％）に比べて、1.9 ポイン

ト悪化した。 

・人件費 8.7％の増（人事院勧告による給与改定等）・物件費 8.0％の増（小中学校

ＩＣＴ機器更新、システム標準化対応）・補助費等 28.7％増（基幹系システム共同化

負担金の増） 

・令和７年度は大規模建設事業資金積立基金に利子分を含め１億 190 万円を積立

し、令和７年度末現在、同基金に７億 3,519 万円が積立てられている。 

・小布施分署の移転建設や新保育園の建設計画、その他施設の大規模修繕など、ハ

ード事業に多くの費用を要する見込みであり、大規模建設事業資金積立基金の積立

てをしっかり行いつつ例えば緊急防災・減債事業債や地域未来交付金など有利な財

源を確保・活用して、将来の行財政運営に大きな負担とならないよう努めていく。

併せて、ハード以外のソフト事業でも、特別交付税や国・県の補助金等、できる限

り有利な財源を活用して、大きな財政負担とならないよう努めていく。 

・サマーレビューや概算要求などの機会を通じて、当初予算編成前から各事業の見

直しや財政負担の見通しを立て、効率的・効果的な予算配分に努めていく。 

 

【企画財政課】・環境グランドデザイン推進室 

＊ゼロ・カーボンに向けた目標達成や災害時を含む電力供給の安定化について 

・ゼロ・カーボンに向けた目標達成や災害時を含む電力供給の安定化を目指し、か

つ町の景観方針に沿った町並み形成を促進するため、町内の住宅や公共施設等での

屋根上太陽光発電システム及び蓄電池システムの設置を推進している。長期的な取

組みとなるため、地道な努力と活動を継続的に行っていただきたい。 

処理状況 

・令和５年度より国の交付金を受け、屋根上太陽光発電および蓄電池システムの設

置推進に取り組んでいる。 
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・既存事業の継承だけでなく、ながの電力（株）の再編や須高連携でのバイオマス

協議の定例化検討など、今後更なる推進力を発揮できるような体制や方針の見直し

を行った。 

・一部は、令和８年度以降は環境グランドデザインに掲げる目標達成へ向けて取り

組みを加速できるよう努める。 

【住民税務課】・住民係 

＊窓口対応について 

・引き続き、迅速・正確で丁寧な対応により、町民サービスの向上に努めていただ

きたい。より一層、適切な対応と効率的な事務処理を図っていただきたい。 

・「書かない窓口」の運用により、窓口の申請手続きの効率化や混雑緩和が図られつ

つある。 

処理状況 

・窓口業務は重要な行政サービスであり、窓口の利便性は町民の行政満足度にも大

きく影響することから、的確な事務を行い、わかりやすい説明と丁寧な案内に努め

ています。 

・「書かない窓口」の運用により、来庁者の申請書記入の手間の削減を図っていま

す。 

・転入や転出等の手続きの際は、来庁者に「書かない窓口」の利用を案内し、関係

する各種手続きの申請書類の発行を効率的に進めてまいります。 

 

【住民税務課】・住民係 

＊マイナンバーカードの交付事務について 

・人口に対するカード保有率は、76.0％で県内 53 位（前年度は 75 位）と改善。し

かし、全国 78.2％、長野県 76.8％を下回っているので、広報等により周知を行って

下さい。 

処理状況 

・予約制のマイナンバーカード申請サポートと時間外交付を毎月各 1回実施したほ

か、初めてマイナンバーカードを作る方を対象に、11 月～12 月に計５日郵便局で申

請サポートを行いました。 

・また、町報６月号と 11 月号でマイナ保険証と申請サポートの広報を併せて行いま

した。人口に対するカード保有率は町 80.0％、長野県 81.0％、全国 82.1％となって

います。 

・カード交付や電子証明書更新等の手続きは係員全員が対応できる体制を構築して

います。引き続き町報等による周知を行ってまいります。 

【住民税務課】・住民係 

＊ごみの減量、分別、リサイクルについて 
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・令和６年度には一般廃食用油や家電４品目の回収を行ったほか、陶器やガラス製食

器などのリユース品回収を実施。ごみ処理量全体は減少傾向であるが、ごみ減量とリ

サイクル推進等、効果的なＰＲ・啓発活動を継続していただきたい。 

処理状況 

・ごみの分別徹底等については、ごみ・資源物の分別収集カレンダーや町報等におい

て、通年実施をしました。令和７年度には、硬質プラスチック製品の回収を行い、再

資源化を実施しました。 

・ごみ分別講習会については、各自治会の環境美化委員長の計画により実施し、分別

に関する様々な質問も多く出されており、今後も継続的に実施していきます。 

「前年度からの増加減少品目」 

可燃 0.91t 増、埋立 0.67ｔ減、古紙 10.56ｔ減、びん 0.48ｔ増、金属 1.96ｔ減 

 

【住民税務課】・税務係 

＊町税等未納の対応について 

・前年度より増となった。引き続き納付相談を続け、明確な方針と的確な対応により、

収納率アップと未納額回収促進につなげていただきたい。  

・長期化・高額化・固定化しないよう、適切な対応に心がけて欲しい。 

処理状況 

・令和７年度の国民健康保険税を含めた町税の未納額の総額は、24,107 千円となり、

前年度と比べ 2,588 千円の増。内訳は現年度分が 88 千円減、滞納繰越分が 2,676 千

円増、前年度の状況と異なり、滞納繰越分の徴収対策に課題がありました。 

・高額滞納者に対し折衝を行いましたが、生活資金や借入金の返済が優先となってお

り、分割納付がやむを得ない状況となってしまいました。 

・随時臨戸や電話などでの納付催告を行うとともに、分割納付が履行されない滞納者

に対しては、差押えによる換価納付を強化します。 

 

【住民税務課】・税務係 

＊滞納者の情報共有について 

・税務係だけではなく各課各係も滞納分への取り組みをしっかりと行い、滞納者の情

報共有、対策については、早期の対応、解決に心がけること。徴収率の向上に努めら

れたい。 

処理状況 

・滞納整理プロジェクトを開催し、各担当が抱える徴収困難案件の情報共有と対応方

針の検討を行いました。令和７年度は、預金の差押に加え、給与の差押を実施し、自

動車等の動産の差押の検討・準備を進めました。 

・令和８年度も有効な差押手段を検討し実施してまいります。 
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【住民税務課】・税務係 

＊課税チェック体制の構築について 

・税務全般に精通する職員の育成が重要であり、経験年数や過去の経験等も考慮した

人事異動を行い、計画的な職員育成がポイントである。課税誤りをできるだけ減らす

工夫改善努力に心がけていただきたい。 

処理状況 

・係員５人のうち３人が１年目となったことから、閉庁後に係内での勉強会を開催し

レベルアップを図りました。納付手続きなどについて納税者から指摘のあったものに

ついて係内で共有し再発防止に努めました。 

 

【住民税務課】・会計室 

＊口座振込手数料の有料化及び納付書による収納手数料の値上げについて 

・その対応について慎重に検討し、適切な対応をお願いしたい。 

処理状況 

・口座振込の手数料は、全会計合計で約 407 万円（一般会計：約 344 万円）となった。

現在、月３回（10 日、20 日、月末）に行っている定期の支払いについて、支払回数の

見直しをすべきと思う反面、支払件数の多さから難しいと感じており、全庁的な検討

までには至っていない。 

・金融機関の窓口での納付書による収納手数料について、一部金融機関から令和８年

度からの値上げを打診されていたが、交渉により令和９年度からに延期となった。 

・令和９年４月から納付書に地方税共同機構が運営する eL-QR を付す予定で、金融機

関に支払う手数料が発生しないよう準備を進めている。 

・手数料は金融機関より安価な地方税共同機構に支払う。 

 

【健康福祉課】・高齢者福祉係 

＊介護保険事業の推進、高齢者福祉の充実について 

・年間 500 件超の要介護認定調査の実施、介護保険料の徴収、介護サービスの質と量 

の確保、おでこポイント制度の周知など、引き続ききめ細かな業務遂行に努めていた 

だきたい。 

処理状況 

・要介護認定調査については、研修の機会を確保し調査員の資質の向上に努めてい

る。介護保険料の徴収は、納付が難しい被保険者に対し分割納入、臨戸徴収等により

個別に対応している。介護サービスについては、高齢者が能力に応じて必要な支援を

受けられるよう、事業所への運営指導、ケアプラン点検を行い質の向上を図った。お

でこポイントは、町報などの各広報媒体のほかに、被保険者証の送付と併せてチラシ

同封、窓口での PR を行った。 
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【健康福祉課】・国保年金係 

＊後期高齢者医療保険料未納（特に滞納繰越分）について 

・解消・改善により徴収率の向上を図っていただきたい。また、保険料の徴収につい

ては、引き続き、引落口座の登録の勧めなど徴収率を上げるための地道できめ細かな

対応に心がけていただきたい 

処理状況 

・保険料の徴収と、未納（特に滞納繰越分）の解消を重点的に取り組み、窓口等でも

引落口座の登録を勧め、督促の前には電話を入れる等、未納扱いになる前に収めてい

ただくように努めている。また、滞納者に対しては介護保険の担当者とも連携し、足

が悪いなどの理由で滞納している者に対しては自宅に訪問するなど徴収率を上げる

ため細やかな対応を行っている。 

 

【健康福祉課】・地域福祉係 

＊電力、ガス、食料品等価格高騰重点支援給付金について 

・正確迅速丁寧な事務処理が行われ、特に改善留意を要する事項はなく、適正と認め

られた。  

処理状況 

・令和７年度においても、国及び県の給付金支給事業については例年通りの業務に加

えて支給事務を執り行わなければならず、職員の負担も増大したが、小布施町価格高

騰重点支援給付金及び長野県・小布施町価格高騰重点支援金について、遅滞なくそれ

ぞれの給付対象者への支給を完了した。 

 

【健康福祉課】・地域福祉係 

＊各種給付事業や支援事業について 

・今後も、引き続き、適正な運営ときめ細かな対応により社会福祉の推進に努めてい

ただきたい。 

処理状況 

・各種給付事業を遅滞なく行うことができた。また、令和 7年度は通所交通費助成事

業を開始し、障がいのある人たちの経済的負担軽減にも取り組むことができた。今後

も社会福祉士を中心に障がいのある人たちに寄り添い、必要なサービスや給付に結

び付けられるよう支援していく。 

【産業振興課】・農業振興係 

＊凍霜害対策等の支援事業について 

・近年は、凍霜害等が発生している。また気候変動による自然災害も発生する懸念が 

大きく、その適切な対応をタイムリーに効果的に行っていただきたい。 

処理状況 

・現在の凍霜害対策の支援制度は、令和 8 年度までの時限制度であるので、より良い 
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制度にするため改正に向けての検討を行った。結論は出ていないので、９年度予算編 

成前までに改正内容を決定する。また、現在の支援制度に加え、国の支援制度がない、 

または受けることができない定年帰農者や親元就農者に対する支援制度について、 

８年度から運用できるよう今年度制度設計を行った。 

【建設水道課】・都市・建設係 

＊道路、水路、河川の維持管理について  

・諸物価高騰等影響により、これまでのような事業量の確保が困難となる。国・県補

助金歳入の積極的な確保と、適切で効果的な整備手法を検討し、町民の安全で安心な

生活環境の確保に取組まれたい。 

処理状況 

・令和７年度の工事については、都市ガスの布設替え、地元調整の遅れにより工事延

長となるものがあったが、ほぼ予定通りの入札と工事が行えた。 

【建設水道課】・都市・建設係 

＊専門業務に伴う人材確保について  

・令和６年度においては、設計が伴うものも含め工事 78 件のうち 58 件は設計者

が同じであった。円滑な事務執行体制となることを期待します。 

処理状況 

・設計に従事する職員を３名とし、一人に設計積算業務が偏らないよう行っている。 

【建設水道課】・都市・建設係 

＊小布施総合公園の維持管理・整備について 

・修景池内に堆積した汚泥などによる悪臭や水面の黒い浮遊物等の汚れで利用者に

不快感を与えています。 

処理状況 

・池の抜本的な浚渫工事を令和８年度に予定している。 

【建設水道課】・都市・建設係 

＊国道 403 号整備計画等について  

・地元住民との交渉など町と長野県との連携を密に、関係各課との情報共有を図りつ

つ、目に見える成果があがるよう願うものであります。 

処理状況 

・５年ぶりに国道 403 号市庭通りを創生する会を再開し、令和８年度末に基本計画

策定を目指し進めている。 

【建設水道課】・上下水道係 

＊水道施設・下水道施設の適正な維持管理および更新 

・常に施設の状況を把握するとともに、引き続き、維持管理及び更新を適正に行って

いただきたい。早期発見、早期対応に努め、安全で安心な町民生活の確保に取組まれ

たい。 

処理状況 
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・職員により少なくとも週１回は施設の巡回を実施し、現場等の作業へ向かう経路に

おいても道路の状態に目を配り管路状況の変化の把握に努める。また、専門業者によ

る定期的な保守点検により、施設の状況を把握し、報告書等に基づき、適正な維持管

理及び更新を実施していく。 

【建設水道課】・上下水道係 

＊水道事業、下水道事業の経営戦略の改定について 

・経営戦略の中で財政シミュレーションを策定しており、施設更新に係る財源につい

て示されている。上下水道運営審議会を開催し、水道料金の見直しを検討中、職員の

負担軽減や経費削減含め、今後も計画的で適切な対応をお願いしたい。 

処理状況 

・経営戦略の策定と上下水道事業運営審議会が同時期に行われたことにより、審議会

の料金改定案の決定を踏まえ、経営戦略を策定することができた。今後は、住民にし

っかりとして説明を行い料金等の改定の承認を得て、経営戦略に基づき事業を推進

していく。 

【教育委員会子ども課】・学校教育係 

＊育英金貸付基金について  

・未納額や未納人数に課題あり、督促、催促等の対応での見直しを行っていただきた

い。引き続き粘り強く回収を図っていただきたい。  

処理状況 

・令和６年度から令和７年度にかけて、育英金の未納縮減は最優先課題と認識し、積

極的な回収に取り組んでまいりました。その結果、未納件数は 156 件（令和６年度）

から 123 件（令和７年度）、未納金額は 4,493 千円（令和６年度）から 3,323 千円（令

和 7年度）と大幅に減少いたしました。 

今後は、初期延滞者への早期の電話・文書催告を徹底するなど督促体制を見直す一

方、経済困難者には猶予制度等を丁寧に案内します。それぞれの実情に寄り添いなが

ら、引き続き粘り強く公正な回収を図ってまいります。 

 

【教育委員会子ども課】・栗ガ丘小学校・小布施中学校 

＊「栗ガ丘小学校」「小布施中学校」について 

施設・設備関係について、老朽化の状況や緊急性を考慮し、優先順位をつけ修繕を行

っている。 

処理状況 

・教育委員会と学校で協議の上、修繕箇所の緊急性や状況を懸案し、限られた予算の

範囲内で優先順位をつけて随時修繕を行っております。 

小中とも令和７年度は防火設備改修工事を実施、令和 8年度は、前年度と同様に国

の補助金を活用し、校舎の LED 化工事を実施する予定。 

「小学校」 
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・普通教室２部屋の床張替工事実施。 

「中学校」 

・令和８年６月に体育館の冷房機器における冷却タンクの破損が判明し、修理不能と

診断された。夏季の室内高温化に伴い、集会等の利用に支障をきたすほか、指定避難

所としての機能維持にも重大な影響が及ぶため、冷房機器全体の更新に向け検討を

進めています。 

【教育委員会子ども課】・子ども家庭支援係 

＊子ども家庭支援センター運営について  

・その役割は、多岐にわたる。 

引き続き、各担当者の円滑な連携や職員の資質向上など、機能強化充実を目指し、

安心して相談しやすいセンター運営をお願いしたい。 

処理状況 

・町の規模が小さく、職員や関係機関、住民相互の顔が見えるという地域特性を最大

限に活かし、子ども家庭支援センターは、個々の家庭や子どもに寄り添った「個別支

援を中心とした各機関の連携の司令塔」としての役割を担い、迅速かつきめ細かな横

断的対応を展開しています。 

① 司令塔・虐待対策の拠点 

② 発達支援・特別支援 

③ いじめ・不登校・教育相談 

 

【教育委員会子ども課】・子ども家庭支援係 

＊小布施町立保育所等整備検討について 

・町立保育所の在り方や整備の方向性、特に老朽化による建て替えが急務となってい

る「つすみ保育園」建設にかかる新園舎・園庭等の配置及び規模など施設整備の整理、

検討が必要となり、整備検討委員会で７回の会合を開き「小布施町立保育所等整備基

本構想」策定に向けた方針案の内容を確認。 

今後も、関係者・保護者・保育士などの意見要望をしっかり確認して、慎重に進め

ていただきたい。 

処理状況 

・つすみ保育園の建て替えをはじめとする施設整備、および今後の公立３園の整備運

営の方向性について、保護者や保育士等の意見集約を行うとともに、将来の財政負担

や人口推計を見据えた実効性の高い計画づくりを進めています。 

① 運営の方向性と課題の整理 

・課題等の整理を多角的に実施 

② 財源の検討と確保 

・一般財源の持ち出しを極力抑える検討、有利な財源スキームの検討、選定 

③ 一体発注による意見の直接反映 
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・基本計画と基本設計を一体的に発注する手法の検討 

【教育委員会子ども課】・認定こども園栗ガ丘幼稚園 

＊安心・安全な保育環境の確保と職員の専門性向上について 

・心身ともに健康で たくましい子どもの育成に努めるための幼児教育を推進し、き

め細かなチェックにより保育の内容、行事等の実施方法を工夫されてきた。職員の専

門性を高め、個々のスキルアップを図るため各種研修会に参加するなど、親子ともに

安心安全に生活できるよう引き続き取り組んでいただきたい。 

処理状況 

・研究テーマを『あそびの中で育つ子どもの姿を追って～「やってみたい」「こうし

てみようかな？」「楽しい！」「もっとやりたい！！」を支える環境づくり～』と設定

し、昨年度より引き続き、保育内容や環境構成、子ども達への支援のあり方などにつ

いてカンファレンスを深めてきました。子ども達の姿から新たな発見が見られ有意

義な研究になっております。また、昨年度「国公立幼稚園・こども園研究協議会」が

本園で開催され、戸外遊びを中心に活動を展開してきた。学び得た環境構成や保育園

の関わりをベースに、今年度は、更に深めながら、室内での保育内容や環境構成、子

ども達への支援のあり方などについて研究を進めていきたい。また、幼保小中一貫教

育「小布施学園」での滑らかな幼小接続に繋げていきたい。 

【教育委員会子ども課】・わかば保育園、つすみ保育園、エンゼルランドセンター 

＊安心・安全な保育環境の確保と保育の質の向上について 

・安心 ・安全な環境の下で生活ができるよう整えてこられた。その中で子ども一人ひ

とりの情緒の安定を図ることを基盤とし、他園の視察や研修会等に参加しながら、子

どもたちの発達、発想(想い)に則した保育の展開をし、保育の質の向上に努めてこら

れた。 

また、支援の必要な子どもたちが、スムーズな生活や個々の発揮ができる環境・援

助を、各専門機関・関係者との支援会議を重ね、より良い支援を追求してこられた。 

保護者へ、園での様子や育ってきていると思われる姿を、写真で表示する「ドキュメ

ンテーション」でのお知らせを開始されたことは、継続していただきたい。 

親子ともに安心安全に生活できるよう、引き続き取り組んでいただきたい。 

処理状況 

・保護者へ園での様子や育ってきていると思われる姿を写真で掲示する「ドキュメン

テーション」で知らせ、園生活を身近に感じてもらえるよう、また、園での遊びや活

動をドキュメンテーションをみながら親子で会話を楽しめるひと時となるよう 1 年

を通じて行ってきました。今後も続けていきたいと思います。安心安全な環境の下で

生活ができるよう整えてきました。子供一人ひとりの情緒の安定を図ることを基盤

とし、他園の視察に行ったり、研修会等に参加したりしながら、子どもたちの発達、

発想（想い）に則した保育の展開をし、保育の質の向上に努めてきました。また、支

援の必要な子どもたちが、スムーズな生活や個々の発揮ができる環境、援助を、各専
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６ 監査の結果  

対象とした町部局及び教育委員会を含む全ての課等の事務・事業は、概ね適正に

執行されているものと認められました。 

後に述べる事項については改善、検討の必要があると認められたので、適正な措

置を講じられたい。  

 

第２ 指摘事項及び所見  

（１）共通事項  

ア 財政状況について 

   一般会計の実質収支は４億 9,694万円となった。主な基金の状況を見ると、財

政調整基金は２億 9,796万円の積立額に対し、取崩額５億 560 万円で、年度末残

高は 13億 2,550 万円となり、前年度に比べて２億 764万円の減となった。 

   国民健康保険特別会計の財政調整基金は、1,881 万円の積立額に対し、取崩額

2,483 万円で、年度末残高３億 3,135 万円となり、前年度に比べて 602 万円の減

となった。 

門機関、関係者との支援会議を重ね、より良い支援を追求してきました。 

 

【議会事務局等】 

＊議場の改善について 

・議場の音響システムの早期更新、エアコンなど 

・議場を多目的に使用する例もあり、有利な財源などを活用するなど検討を進めてい

ただきたい。 

処理状況 

・議場の改修については、令和７年６月会議の一般質問においても、質問された件で

あり、今後、多目的な場所として利用できないか、町部局とも相談を進めています。 

まずは、スポットクーラーの活用を行ってまいります。 

今後、企画財政課で取りまとめている国の財源を活用し、多目的な場所として活用

を目指します。 

【議会事務局等】 

＊議会のデジタル化について 

・タブレットを導入予定であるが、利活用がスムーズに行くようお願いしたい。 

処理事項 

・令和８年度補正予算で 11 月からの運用を目指し、令和８年 12 月会議から開始し

ます。 
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   なお、水道事業会計では、減債積立金 2,000万円、建設改良積立金 2,768万円

がそれぞれ積み立てられ、年度末残高で７億 3,868万円となった。 

   一般会計の財政調整基金について、２箇年連続で取崩額が積立額を上回る状況

が続いており、厳しい財政運営が予想されるが、将来展望を見据えた財政基盤の

構築を図っていただきたい。 

 

イ 未納に対する対応について 

令和７年度の町民税の徴収率は 98.97％で前年度と比べ 0.09 ポイント下がり、

固定資産税は98.48％で0.15ポイント下がり、国民健康保険税についても96.41％ 

で 0.21ポイントの下降となった。税目別未納額では、町民税（個人分）で 145万 

円の増、固定資産税で 38万円の増、国民健康保険税において 80 万円の増となり、 

全体で 259 万円増加した。なお、町税総額で 139 万円の不納欠損処理を行ってい

る。 

滞納整理が、納税者個々の実情を踏まえ、ほぼ適切に行われた結果と言えるが

引き続き納付相談を続けて明確な方針と的確な対応により、収納率アップと未納

額回収促進につなげていただきたい。 

なお、項目別、年度別の未納額の状況は下表のとおりである。 

【未納額状況 一覧表】                     （単位：円） 

項   目 令和７年度 令和６年度 令和５年度 令和４年度 

町 税（国保税除く） 

町民税（個人分） 

町民税（法人分） 

固定資産税    

軽自動車税    

14,537,310 

(6,452,910) 

(183,200) 

(7,508,100) 

(393,100) 

12,749,136 

(5,006,536) 

(280,000) 

(7,130,900) 

(331,700) 

10,202,413 

(3,995,588) 

(180,000) 

(5,749,725) 

(277,100) 

13,388,917 

(5,950,717) 

(164,900) 

(6,917,400) 

(355,900) 

国民健康保険税 9,598,175 8,769,209 6,602,700 12,651,208 

後期高齢者医療保険料 6,400 313,700 184,900 56,300 

介護保険料 329,680 417,820 193,000 2,392,800 

水道料 1,857,449 820,313 1,151,988 851,522 

下水道使用料及び工事負担金 1,112,115 225,949 25,083,850 1,043,563 

集落排水使用料及び分担金 353,578 53,354 4,694,882 239,186 

保育料（保育園、幼稚園） 9,000 37,500 0 713,050 

霊園清掃料 44,000 48,000 34,000 30,000 

住宅使用料他 2,947,490 3,275,446 3,170,346 3,649,090 

障害児通所給付費返還金 12,961,593 0 0 0 

農業用倉庫使用料 0 30,000 0 0 
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体育施設使用料（照明料含む） 3,200 0 0 0 

合   計 43,759,990 26,740,427 51,318,079 35,015,636 

※１  令和７年度末の町税及び国保税未納者実人数は 245人(令和６年度 319人)で

ある。 

※２ 令和７年度分の住宅使用料には厚生住宅家賃収入が含まれている。 

※３  その他育英金貸付金の未納額は４名、3,323,000円である。 

 

（２）各課・各係での指摘事項及び所見  

    前年度の指摘事項と処理状況については、前述した通りであるが、諸事情に 

   より改善措置未実施や継続中の指摘事項については、引き続き適切な改善措置

を講じていただきたい。 

    当年度については、以下の通りであるので確認していただきたい。 

《総務課》 

◆総務係  

ア 職場環境の改善と職員の健康管理について 

定期的に「衛生委員会」及び「職員支援会議」を開催し組織として様々な事案に

ついて改善策を検討し実践してきたとのこと、管轄部署として、引き続き適切な指

導管理をしていただきたい。 

 

イ 年次有給休暇の取得状況、時間外勤務の実態等について  

年次休暇の取得日数増や時間外在庁期間の縮減に向け、職場全体に対して啓発を 

行うとともに、課・係ごとの職員の勤務状況を見える化し、増減を分析の上、所属

の職員の適切なマネジメントを促していくとのことである。 

 前向きな改善と適切な指導管理等を期待しています。 

ただ、行事や会議が多い部署においては、休日のイベント等の勤務における代休 

取得は通常業務に支障が出るなど、あまり取得できずにいる実態があること、個人

差があることなど課題は残ります。  

 

◆危機管理係 

ア 防災体制の充実について  

令和４年度より、浸水想定区域内にお住まいで、自力避難が困難な住民を対象に

「個別避難計画」を作成し、災害発生が想定される場合に町が公助で避難支援を行

う対象を明確化し令和 7年度も更新や管理を行ったとのことだが、その関係者に理

解され周知されているかを、定期的に確認する必要があると思われる。 

 

◆広報情報係  

ア サーバー、パソコン等の価格高騰と納期遅延について 
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 世界的な半導体不足を背景に、円安などの影響もあり、今後も更なる価格高騰と

商品不足、納期遅延が予想されるとのこと、慎重かつ早期に準備を進め、適切で効

果的な対応に心がけていただきたい。 

 

《住民税務課》 

 ◆住民係 

ア ごみステーションの設置及び管理について  

  上記について苦慮している自治会があると聞きます。自治会の負担を軽減するた

め、設置や管理運営に関して、町の基準を設けた上で、相談に乗っていただきたい。 

 

 ◆税務係 

  ア 町税等未納の対応について  

長期化・高額化・固定化しないよう引き続き、適切な対応に心がけ、収納率アッ

プと未納額回収促進を図っていただきたい。 

給与・預金調査、一斉催告、差押え、捜索、町県民税の特別徴収などの取組みを

通じて、徴収率の向上に努められたい。 

今後とも早期の対応、解決に心がけることを望みます。 

 

イ 課税チェック体制の構築について 

課税誤りを無くすための相互チェックは、それぞれの税目への理解が前提です。

税務全般に精通する職員を育成するには、ジョブローテーションが有効な手段です

が、人事異動により職員の育成が追い付いていないとのこと。 

経験年数や過去の経験等も考慮した人事異動を行い、計画的な職員育成が必要と

なります。 

 

 ◆会計室  

ア 収納手数料の値上げについて 

 令和９年度から収納手数料の値上げが予定されている。eL-QR や eLTAX への移行

など含めて、経済的・効率的・効果的な観点から対応をお願いしたい。 

 

《企画財政課》  

◆企画交流係  

 多岐にわたる取扱業務の中で、重点的に、「ふるさと納税促進事業」「定住促進事業」

「地方創生推進事業」に取り組んでいる。各種課題が山積する中、優先順位をつけな

がら着実に効果が出る対応をお願いしたい。 

 

◆財政係  
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ア 公共施設の老朽化対応について 

 多くの公共施設が老朽化し、建て替えや大規模修繕の検討、実施が必要な時期を

迎えている。保育園２園の統合建て替え予定であり、今後、美術館や公園など各施

設も老朽化が進んでいる。必要な財源を確保しながら、計画的に取り組んでいただ

きたい。 

 

◆環境グランドデザイン推進室  

住宅向け太陽光発電・蓄電池設置補助や公共施設・自治会公会堂への太陽光発電設

備の導入を進めているが、個人住宅の執行率が低いので改善が必要と思われる。 

 

《健康福祉課》  

◆高齢者福祉係 

 一般会計では、「高齢者在宅支援事業」「シニアクラブ事業育成」「生活支援ハウス 

管理」「デイサービスセンター管理」「老人福祉センター管理」等の業務を行っている。

介護保険特別会計では、「介護保険事業の推進」等の業務を行っている。高齢化が進む

中、今後も、高齢者福祉の充実のため、きめ細やかな業務を遂行していただきたい。

町報、ホームページ、同法無線、LINE の各広報媒体を活用し、引き続き、周知に努め

ていただきたい。 

 

◆地域包括支援センター 

 「一般会計」  

健康福祉センター（ボランティアセンター）の管理運営とボランティアの活動推

進事業及び介護予防支援事業（要支援認定者数 139 人）に重点的に取り組まれた。 

引き続き、機能充実と安定した運営に心がけていただきたい。  

 

「介護保険特別会計」  

介護予防・日常生活支援総合事業、包括的支援事業、介護給付費適正化事業、家 

族介護者支援事業などが主な業務である。一人ひとりが生きがいや役割を持ち、お 

互いさまの支え合いを大事にしながら、住み慣れた地域で安心して暮らし続けてい 

けるよう取り組むとしており、引き続き、きめ細やかな対応と業務運営に努めてい 

ただきたい。 

 

◆健康係  

ア 健康づくりの推進について  

各種健診の実施（①町民健診受診者：令和 7 年度 112 人←令和６年度 99 人←令

和５年度 92 人、②高齢者健診受診者：令和 7 年度 422 人←令和６年度 364 人←令

和５年度 326 人）、高齢者に対する個別的支援（①糖尿病性腎症重症化予防：令和 7
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年度 24 人←令和６年度 31 人←令和５年度 14 人、②その他生活習慣病：令和 7 年

度 20 人←令和６年度 25 人←令和５年度 13 人）、通いの場等への積極的な関与等

（健康教育・健康相談：令和 7年度 12 回延 103 人←令和６年度 10 回延 114 人←令

和５年度８回延 97 人）、各種予防接種の実施（件数：令和 7年度延 4,822 人←令和

６年度延 5,182 人←令和５年度延 5,234 人）、心の健康づくり推進（心のサポート

相談、悩みごと相談、講演会、研修会、面談等）、母子保健事業（赤ちゃん全戸訪問：

令和 7 年度 46 人←令和６年度 69 人←令和５年度 61 人）、乳幼児健康相談（令和 7

年度延 128 人←令和６年度延 174 人←令和５年度延 136 人）、産後ケア事業等、多

岐にわたる業務遂行であるが、集団健診の受診者数は増加している。 

引き続き、特にかかりつけ医のない住民が受けやすい体制を維持していただきた

い。また、各種保健指導もタイムリーに実施していただきたい。 

 

◆国保年金係 

「一般会計」「後期高齢者医療特別会計」「国民健康保険特別会計」について 

    引き続き、福祉医療費給付事業・後期高齢者医療保健事業・国民健康保険給付

事業等の安定した運営により、効果的・効率的な実施をお願いしたい。 

引き続き、迅速、正確、丁寧な事務手続きと適正な対応に心がけていただきたい。  

 

◆地域福祉係 指摘事項なし 

   

《建設水道課》  

◆都市・建設係  

ア 道路、水路、河川の維持管理について  

特に町道の維持管理・舗装修繕・改良や橋梁の維持管理・補修工事・横断暗渠の

修繕及び河川・水路の整備促進・維持管理・改良が主な事業である。 

費用が年々高額となり、有利な交付金や補助金等の研究が必要であるとのこと。

国・県補助金歳入の積極的な確保に努めるとともに、様々な角度から適切かつ効果

的な整備手法を検討し、町民の安全で安心な生活環境の確保に取組まれ、引き続き

適切な対応をお願いしたい。 

 

イ 小布施総合公園の維持管理費用捻出 

 毎年、総合公園の維持管理費がかかっており、費用捻出のための方法の検討が必

要となっているとのこと。道の駅オアシスおぶせの建替えや修景地の浚渫工事な

どと絡めて、総合公園の在り方についても、慎重に検討する状況にある。 

 現在、小布施総合公園修景プロジェクトガバメントクラウドファンディ

ングを実施し、寄附を募っている。 
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◆上下水道係  

ア 施設の老朽化について 

  大雨等により河川が増水し、堤内地の雨水等が自然排水できない時に、必要な

施設である「雨水ポンプ場」の稼働率が低い状況である。建築からおよそ 30 年が

経過し、排水施設の機器等が経年により劣化してきているとのこと。定期点検に

おいて部品交換等の指摘を受けるが、部品等が製造されていない状況とのこと。

代替策等が必要である。 

 

イ 漏水の増加について（給水管の老朽化）  

  給水管の漏水修繕が増加傾向にあるため、有収率が下がってきている。（漏水箇

所は耐用年数を超えた給水管がほとんどを占めている状況である。） 

 

ウ 農業集落排水の処理施設の老朽化について 

  維持管理費用が嵩んできている。今後の維持管理費や運営の効率化を考慮した

場合、公共下水道事業への編入の時期の検討が必要な状況である。 

引き続き、適正で適切な維持管理及び更新を行っていただき、早期対応に努め

ていただきたい。 

 

《産業振興課》 

◆農業振興係 

ア 有害鳥獣対策について 

 有害鳥獣駆除における猟友会の人手不足で対応に苦慮していると聞きます。 

農家への負担等についても課題が多いと聞きます。有害鳥獣駆除体制と対応に 

ついては抜本的な見直しが必要と思われます。 

 

 ◆商工振興係 

ア 町営駐車場の駐車料金見直しについて 

令和８年４月から改定後の駐車料金で対応している。その後の利用状況の確認

をしっかり行って、過去からの推移も含め分析していただきたい。 

 

イ おぶせロマン号の運行ルート・運行時刻の見直し 

  その後の、利用人数やチケット等について利用状況の確認をしっかり行って、過

去からの推移も含め分析していただきたい。 

 

《子ども課》 

◆学校教育係  指摘事項なし 
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◆子ども家庭支援係  

ア 保育士確保課題 

① 保育士の絶対数不足と代替職員確保の限界 

・有効求人倍率の高止まり（3.88 倍：R8 年 1 月、全職種平均 1.27 倍）

等により、保育士の確保が極めて困難な状況が継続。また、女性職員が多

い職場特有の事情として、産前産後休暇や育児休業の取得者が増加傾向。 

・保育士の負担軽減を目指し、複数担任制の導入をはじめとする業務の

分散、効率化を図ってきたが、求職者の代替要員を含めた「保育士の絶対

数」の確保がすでに限界に達しており、各種の職場環境改善施策を講じ

ても、その効果は限定的なものにとどまっている。 

② 正坦任（クラス責任者）の深刻な人材不足 

・短時間勤務の補助的職員やサブ職員の採用は比較的容易。 

「正担任」の確保が致命的に困難。人材派遣会社の活用をしても確保は

容易ではない。「責任が伴う正担任を希望する求職者は極めて少ない。」 

③ さらなる保育ニーズの増加 

・少子化の進行により総児童数は減少傾向にあるものの、多様な保育ニ

ーズへの対応や３歳未満児の入園希望の増加が見込まれることから、直

ちにクラス数の削減には繋がらない見通し。 

・また、手厚い配置が必要となる「少人数保育化」への対応や「配慮を要

する児童」へのきめ細やかな支援など、保育の質的向上が求められてい

ることも保育士確保の負担に拍車をかけている。 

④ 潜在保育士の復職支援 

・保育士不足の対策として、資格を有しながらも現場を離れている「潜在

保育士」や未経験者の復職支援に向けたアプローチを検討中。 

・長野県保育士、保育所支援センター（長野県社会福祉協議会）が主催す

る「保育のおしごと応援研修」等の広域的な復興支援事業に着目し、今後

は、同協議会の職員と緊密なコンタクトを図り、事業の相互連携や積極

的な協力を得ることで、地域に眠る資格者の復職促進に向けた具体的な

取組みを進めていく。 

 

   ＊以上の保育士確保課題と対応について、着実な活動をお願いしたい。 

 

◆子ども家庭支援センター  指摘事項なし 

 

《生涯学習課》 

◆生涯学習・スポーツ振興係  

生涯学習に関しては、人権同和施策、差別撤廃・人権擁護審議会、人権擁護委員、
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公民館管理や分館活動、北斎ホール管理、図書館管理運営、社会教育、体育施設、

スポーツ交流事業など業務が多岐にわたっている。 

多種多様な業務推進で、休日出勤対応も多い部署である。業務内容の継続見直し

により、負担軽減などメリハリのある対応に心がけていただきたい。 

「小布施町中学生地域クラブ事業」 （10 クラブ、会員数 162 人、指導者数 51 人）で

は、中学生が地域スポーツや文化芸術活動等の活動に親しむ環境を整備すること、

並びに教職員の働き方改革を進めるために重要な事業であり、引き続き、適切な対

応をお願いしたい。 

 

◆文化・芸術振興係  

髙井鴻山記念館 （入館者数令和 7年度：24,927 人←令和６年度:31,553 人←令和

５年度:28,561 人←令和４年度:28,378 人）、おぶせミュージアム・中島千波館 （令

和 7 年度：14,067 人←令和６年度:17,568 人←令和５年度:17,333 人←令和４年

度:11，629 人）、歴史民俗資料館 （令和 7 年度 518 人←令和６年度:643 人←令和５

年度:473 人←令和４年度:457 人）、の管理運営、 文化財に関すること、文書館 （入

館者数令和7年度600人←令和６年度:526人←令和５年度:469人←令和４年度:352

人）に関すること、文化及び芸術の振興に関すること等々、多種多様な業務推進で

あり、休日出勤対応も多い部署である。  

業務内容の継続見直しにより、取捨選択や負担軽減などメリハリのある対応に心

がけていただきたい。  

 

《議会事務局・監査委員事務局・固定資産評価審査委員会事務局》  

  ・議会に対する町民の関心をいかに増やしていくか 

議会傍聴者が少ない、議会報告会への参加者も少ない、特定の参加者しかいな

い、などあまりに町民の関心がないと感じる。あまりに注目されていない。 

 最近のアンケート調査では、議員の活動が見えない、という声も聞かれる、 

議員活動の活性化が言われ続けて久しいが、今のままでは、せっかくの活動がも 

ったいない。自治会連合会での自治会長の傍聴、小学生の授業の一環としての傍 

聴はあるが、その後も同人が継続して傍聴しているとは思えない。 

議会事務局は議員の皆さんと一緒になって、議会の注目度を高めていただきた

い。 

 

【監査の総括】  

令和８年度の定期監査及び令和７年度決算審査においては、小布施町の財務に関

する事務の執行及び運営に関する管理等が 「関係法令等に基づき適法に執行」され、

「最小の経費で最大の効果を挙げ」ているか、 「監査の指摘事項が是正されている」
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か、且つ 「住民福祉の向上」、 「事務事業の効果性・経済性・有効性の追求」、 「組織

及び運営の合理化等に資する」かを主眼として調査、検討を行いました。 

特に、前回定期監査において指摘等がなされた事項については、提出された調査

資料等により是正・改善処理状況を確認しました。 

その結果の概要は前述のとおりであり、町行政全般に渡る事業の執行は当初の予

算・ 計画に沿って概ね円滑かつ順調に実施され、適正に処理されており、妥当 ・健

全なものと認められました。  

また、決算審査においては、一般会計、国民健康保険特別会計、他２件の特別会

計及び水道事業会計、下水道事業会計において、その決算の正確性と会計処理の合

理性について審査し、歳入歳出決算書並びに付属書類はいずれも法令・規則に適合

し、その計数も正確であると認められました。  

 

監査全般に渡っての意見として  

 

１ 役場の仕事は楽ではありません。町民の生活を支え、安全・安心な生活を守るた

め、様々な課題の解決に取り組む重要な仕事です。今も課題は山積みです。 

少子高齢化、人口減少、働き手や担い手不足、空き家や遊休農地の増加、公共施

設の老朽化、公共下水道の老朽化、などなど多くの課題を抱えております。 

先行きが不透明な社会情勢、気候変動による自然災害等、町民の暮らしを取り巻く

環境は、大きく変動しています。 

このような時代の変化の中、各種施策などで町長はじめ職員の方々においては町

民のために日々ご尽力されていることに敬意を表します。  

引き続き、町民のさらなる福祉・生活の向上、また安心安全な暮らしを守りなが

ら、今後も適正な事務の執行と健全な行財政運営に努められるようお願いいたしま

す。  

 

２ 小布施町職員の業務負担の軽減ですが、改善傾向にあり、引き続き業務量の適正

把握と事務分担の平準化、人員の適正配置、職員の健康管理、業務改善、職場環境

の改善等を着実に実行していただきたい。  

  ただ改善するだけではなく、もっと前向きにチャレンジ精神をもって取り組んで

いただきたい。ようやく、前向きに進むことができる環境になりつつあります。 

  役場には、地域の役に立ちたい、町民の役に立ちたい、と思っている人にとって、

やりがいのある仕事が多くあります。 

  地域の課題解決に貢献したい、難しい仕事にチャレンジしたいと思っている方々

には、役場は絶好の舞台です。やる気のある人にとっては幸せの場所です。 

 

３ 町民から、より信頼される行政運営を行なっていくためには、法令、条例、規則
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等に基づいた事務の執行体制を確立することが求められています。 

そして、各事務マニュアルに対する職員の知識の習得と正しい理解、人事異動に

当たっての確実な事務引き継ぎが不可欠であります。 

そのうえで、業務手順の見直しや修正を行うなど、誤りの未然防止とミスの防止

策の策定・対応に努めていただきたい。  

 

４ 老朽化したインフラ等公共施設の更新を多く控えている状況にあります。このよ

うな状況に対して、適切な対応と多額の経費が必要とされているため、将来にわた

って持続可能な財政基盤を確立させるよう引き続き町税等の自主財源の確保に努

め、最少の経費で最大の効果が発揮できる行政事務の執行を期待しています。  

 

最後となりますが、心身ともに健康に生活できる地域社会の形成は町民共通の願い

であり、豊かで快適な環境づくりが必要です。効果的な住民サービスを提供していく

ためには、今後も引き続き適正な事務の執行に努めるとともに、効率的な行政運営と

住民サービスの質の確保の両立に向けて、組織全体での取り組みを推進していただき

たい。 

私ども監査委員は、今後もさらに信頼され、役に立つことのできる監査の実施に心

がけてまいります。  

法令及び条例、規則に従い、自らの判断と責任において、誠実かつ厳正にその職務

を遂行してまいります。 

そのためには、自らの監査能力の向上と知識の集積を図るよう研鑽に努めてまいり

ます。今後とも引き続きご協力を切にお願いするものであります。  

 

        令和８年８月 19 日  

 

小布施町監査委員 持 田  宏 

小布施町監査委員 小 渕  晃 

 

 

 


